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営業外費用、特別利益及び特別損失の計上並びに通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年８月 14日開催の取締役会において、以下のとおり、2026 年３月期決算において

営業外費用、特別利益及び特別損失を計上するとともに、最近の業績の動向等を踏まえ、2025 年５

月 15日に公表いたしました 2026 年３月期（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日）の業績予想を修

正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 営業外費用の計上 

 2025 年６月 13 日付けで公表いたしました「第三者割当による新株式並びに第 22回及び第

23 回新株予約権（行使価額固定型）の発行に関するお知らせ」に記載しております第三者割

当による新株式並びに第 22 回及び第 23回新株予約権の発行のために支出した費用 15 百万円

について、当第１四半期連結会計期間に営業外費用（株式交付費）として計上いたしました。 

 

２． 特別利益の計上 

 本日 2025 年８月 14 日付けで公表いたしました「特定子会社の異動に関するお知らせ」に記

載しております通り、連結子会社の株式会社ちゅらっぷすの株式の全部を譲渡すること（以

下、「本連結子会社の異動」といいます。）となりました。本連結子会社の異動に伴い、第２

四半期連結会計期間の個別決算において、約 10百万円の特別利益（子会社株式売却益）を計

上する見込みとなりました。当社の 2026 年３月期連結業績への影響につきましては、現在精

査中であります。 

 

３． 特別損失の計上 

(１) 連結決算 

連結子会社が保有する投資有価証券につきまして、時価が著しく下落したものについて、投



資有価証券評価損 87 百万円を、当第１四半期連結会計期間において特別損失として計上いたし

ました。 

(２) 個別決算 

本連結子会社の異動に伴い、株式会社ちゅらっぷすに対する貸付のうち一部 140 百万円につ

いて債権放棄を実施しております。個別財務諸表において、過年度に 82百万円の特別損失を計

上しておりますので、当期において 58百万円の特別損失（貸倒損失）を計上する見込みとなり

ました。当社の 2026 年３月期連結業績への影響につきましては、現在精査中であります。 

 

４． 2026 年３月期 連結業績予想数値の修正（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

2,489 

百万円 

△249 

百万円 

△249 

百万円 

350 

円 銭 

8.24 

今回修正予想（Ｂ） 2,120 △290 △320 190 4.40 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △369 △41 △70 △160  

増 減 率（ ％ ） △14.9 ─ ─ △45.7%  

（参考）前期実績 

（2025 年３月期） 
1,978 △489 △394 △728 △17.14 

 

５． 修正の理由 

 本連結子会社の異動に伴って、株式会社ちゅらっぷすを連結範囲から除外することにより、売上

高及び営業利益の減少が見込まれるため、売上高及び営業利益の業績予想数値を修正いたします。 

 また、2025 年５月 15日発表の時点では見込んでいなかった営業外費用（株式交付費） 約 30 百

万円と、上記「３．特別損失の計上 （１）連結決算」に記載しております投資有価証券評価損 約

87 百万円の影響を織り込みまして、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益を修正いたしま

す。営業外費用（株式交付費）のうち、約 15 百万円は上記「１．営業外費用の計上」で記載して

おりますものであり、残りの約 15百万円は本日 2025 年８月 14日付けで公表いたしました「第三

者割当による第１回無担保転換社債型新株予約権付社債（転換価額修正条項付）及び第 24 回新株

予約権の発行に関するお知らせ」に記載しております第１回無担保転換社債型新株予約権付社債

（転換価額修正条項付）及び第 24回新株予約権の発行に係る費用を概算で織り込んでおります。 

 

（注）予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は、今後の

様々な要因により異なる場合があります。 

 

以上 


